
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
島根原発は、宍道湖の北側の日本海に面し、山を切り崩し３基が建設されています。島根原発１号機は、２０１１年３月１１日に大

事故を起こした福島第一原発１号機と同じ型の原発です。原発から島根県庁の在るところまで約１０㌔、３０㌔圏内には島根県内で

は松江市・出雲市・安来市・雲南市が在り、鳥取県内では境港市と米子市が在ります。６０㌔圏内には広島県、岡山県が含まれます。 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

福島原発事故がもたらしたもの 
 

2011年 3月 11日に起こった東京電力福島第一原発の事故は、「絶対に起

こらない」と言われていたものが、地震や津波で、いともたやすく原子炉が崩

壊してしまいました。 

福島原発事故で放出された放射能は、海洋に８０％、陸上に２０％と言われ

ていて、陸上部では北西地区の飯館村の６０ｋｍ内が、避難地帯になり、居住

できないところになっています。今なお10万人にのぼる人が避難所生活をし

ていて、故郷に帰れない状態です。 

原子炉建屋地下に大量に入ってくる地下水は 1日約400トンにもなり、陸

上のタンクに溜められた量は約18万トンにも達しています。この放射能汚染

水は手がつけられない状態です。一方、事故により飛び散った放射能で汚染さ

れた土地の除染が行われていますが、この除染物質をいれたフレコンバッグが

身近なところに積みあげられて処分のしようがないまま放置されています。 

原発事故によって、産業や日常の生活、地域社会が破壊されました。 
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私たちは原発なしで暮らしたい！ 
中国地方に唯一建設されている島根原発は、福島原発事故後止まったままですが、中国電力は、規制基準適合

性審査（再稼働審査）を終え、自治体の了解を得れば再び運転させようとしています。目の前で起きた事故を真

摯に受け止めれば、私たちがしなければならないことは、危ない技術にチャレンジすることではありません。 

かつて、アメリカのスリーマイルや旧ソ連のチェルノブイリで事故が起きるたびに、「日本ではこんな事故は

起きない」と、国も電力会社も高をくくってきました。これらの事故がどれだけ住民に多大な犠牲を強いてきた

ことか。そして、そのツケが福島の住民の多大な犠牲を生み出すことにも繋がったのではないでしょうか。 

今、島根原発を再稼働させれば、いつかフクシマのような事故を繰り返しかねません。住民は望みもしない被

曝を強要され、生活を根こそぎ奪われることになります。そして、１０万年も管理が必要とされる核廃棄物を増

やし続けることになります。そんな愚かで無謀な選択を二度としたくはありません。 

私たちは、まだ豊かに残る自然を謙虚に利用した原発のない暮らしを心から望みます。 

 

私たちは原発なしで暮らしたい 

島根原発 1号機は 2015 年 4 月末に廃炉が決定されました。それと引き換えに、2号機の再稼

働が進められていて、3号機の運転開始が目論まれる可能性があります 

世界は、原子力発電の大きな事故を過去３回（スリーマイル原発事故（1979 年）、チェルノ

ブイリ原発事故（1986 年）、東京電力福島第１原発事故（2011 年））を、経験しています。 

また、原発を動かせば、核兵器の材料になる猛毒な核物質・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑが生産されてきます。人

類にとって放射能との共存はできません。原発がなくても電気は余っています。これからは、

原発での電気でなく、再生可能エネルギーで安心して暮らしましょう。そういう社会をつくっ

ていきましょう！ 

そのためにも、原子力からの撤退をし、原子力発電を完全にやめていくことです。 

 

 

 

  

手前が３号機、右側奥が１・２号機 



 

 

故郷を追われ！生活を破壊され！命を脅かされる！ 

 

        

                               30 ㎞圏内住民は 

                             ５㎞圏内住民の避難が完了してから 

      5km圏内住民は            ようやく避難することになります。 

 原子炉を冷やすことができないよう        毎時 20マイクロシーベルト（＊）が 1日以上 

  な状態となってから避難準備を始め、         続けば 1週間以内の避難、または、 

   これで、本当に、安全に避難                直ちに避難します。 

  数時間内に避難することになっています。        毎時 500マイクロシーベルトであれば、 

   できるのでしょうか？                ＊2日続けば、年間被ばく上限値 

                             に近くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難バスが足りない！       いったい、いつ助けてくれるの？ 

  福島原発事故では、住民の3 割がバスで       30km 圏内には、およそ 7000 人の入院患 

 避難しました。                  者や施設入居者などが暮らしていますが、事故 

島根原発の事故で、住民の 3 割がバスで      が起きた際の、患者さんを搬送するための特別な 

避難することになれば、4000 台から 50      車両も足りていません。 

00 台が必要と言われています。ですが、       そのために、事故後も病院や施設に退避できる 

用意きるのは 546 台しかありません。       よう、放射性物質の侵入を防ぐための設備が設置 

30 ㎞圏内には、支援が必要な 19,000      されました。これでは、支援が必要な人や若い職 

人の方が自宅で暮らし、中には車のない一      員を高い放射線量の中に取り残してしまうことに 

人暮らしの方も大勢いらっしゃいます。       なります。 

いったい、どうするのでしょう！           

 

 

 

 

 

 

  

 
 

47 万人の 

避難計画

支援が必要な高齢者や障がい者は安全に避難できる？

の？ 

 

【写真】上：事故後避難車で大渋滞・浪江町  下：島根原発防災訓練の様子 

 



【避難計画】——住民は散り散りに！受け入れ先自治体は大混乱？ 
 

島根原発事故が起こった場合、３０ｋｍ圏内に住む約 47 万人を避難させるために、島根県西部約 12.5 万人、

鳥取県東部約 7.3 万人、また広島県約 17 万人、岡山県約 10 万人の避難者を受け入れする計画になっています。

避難者数はあまりに多く、自治体には大きな負担をかけていくことになります。風向きによっては、受け入れ先自

治体も避難しなければならない事態も予想も予想されます。避難計画は絵に描いた餅にすぎません。 

とりわけ広島県は、四国電力の伊方原発の避難計画においても、避難者を受け入れることになっています。 

 

 

 

 

 

※この表は、避難元自治体の広域避

難計画の資料から作成しました。 



 

あなたの原子力発電の疑問？？？  何でもＱ＆Ａ 
 

 

Ｑ：原子力規制委員会の審査に合格した原発は安全なのですか？ 

誰が安全を保障するのですか？  

Ａ：原子力規制委員会の田中俊一委員長も「審査に合格したからといって、その原発は安全だとは言えない」と明言しています。た

だ、定められた規制基準に「合格」したというだけのことです。原子力発電所の存在する県知事らは、政府に責任を取るようにと

言ってますが、政府は電力会社に再稼働の責任を押し付け、「安全」のたらい回しです。 

 

Ｑ：島根原発近くに活断層は在るのですか？ 

Ａ：まさに活断層だらけです。特に原子力規制委員会でも大きな問題になっているのが、島根原発

から南側約２キロメートルにある宍道断層です。この宍道断層は、島根原発が建設された当初に

は中国電力は「無い」と言ってました。活断層が短い時間で伸びる訳はありませんが、これまで

中国電力は２２キロメートルと主張していた活断層の長さを今では２５キロメートルに延長した

ことを認めています。  

〔写真〕中国電力が「活断層はない」と言った地点で、中田高広島大学名誉教授によって発見された活断層 

 

Ｑ：原子力発電が動かないと電力不足が起きませんか？ 

Ａ：電力不足は、起きません。 

現に島根原発１号機は廃炉になりました。２号機も２０１２年１月２７日に停止となったままです。電力がもっとも多く使われる

のは夏場ですが、中国電力管内では１２年・１３年・１４年・１５年と４回の夏場を原子力発電無しで過ごしています。 

 

Ｑ：再生可能エネルギーによる電力は普及しているのですか？ 

Ａ：福島原発事故後、急速に普及しました。再生可能エネルギーによる電力を固定価格で買い取

る制度が導入されたのがキッカケになりました。中国電力が１５年３月末に明らかにした資料

によると、５２６万ｋｗの電力が再生可能エネルギーによる発電となっています。 

５２６万ｋｗは、およそ原子力発電５基分の電力に相当します。 

 〔写真〕鳥取米子ソーラーパークの太陽光発電 

  

Ｑ：原子力発電から出る放射性廃棄物の処分対策はあるのでしょうか？ 

Ａ：原発の使用済み燃料からプルトニウムなどを取り出した後に残る放射性レベルの異常に高い

核のゴミは、容器に入った状態でも約420 ㏜/hの放射線量になります。この容器に人が近

づけば約20秒で死亡します。日本では、地下300メートル以深に埋め捨てる計画ですが、

どの自治体も、このような迷惑施設を受け入れるはずがありません。すでに１万７千㌧（広島

型原爆120万発分）が国内にあり、原発を稼働させれば溜まる一方です。 

〔写真〕幌延深地層研究センター 
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